
１ 山形県の教育



校種 学校数 児童・生徒数 教員数

小学校 ２２１ ４４，１２７ ３,７５４

中学校 ９５ ２４，６３９ ２,１４５

義務教育学校 ３ １,１３８ １１５

特別支援学校 １９ １,１９７ ８０６

高等学校 ４４ １５，６９８ １,７３３

計 ３８４ ８９,３０９ ８,６４７

学校には、国立を含む。教員には、養護教諭、栄養教諭、講師等を含む。

１ 山形県の教育

令和７年５月１日現在（国立・公立）

学校、児童・生徒、教員



第７次山形県教育振興計画
（令和７年度～概ね10年間 方針以下は５年間）

「ウェルビーイングを目指し、
多様性あふれる持続可能な
社会の実現を担う山形の人づくり」

【ウェルビーイングを目指すために】
個人の幸せだけでなく、社会が幸せを

感じられるために、県民みんなが自分の
力を活かしながら、前向きに取り組んで
いることが重要。 教育ＤＸ ・ 教育環境

チャレンジ１
『 体 験 』

ワクワク無限大 「なんで？」を大切に

みんなが主役で応援団 みんな笑顔で

チャレンジ２
『 探 究 』

チャレンジ３
『 尊 重 』

チャレンジ４
『 協 働 』

＜県民みんなでチャレンジ＞

山形県の教育

１ 山形県の教育



○教育やまがた「さんさん」プラン
少人数学級のメリットを生かしたきめ細やかな指導の充実により、個の能力を最大

限に伸ばし、「わかる授業」「いじめや不登校のない楽しい学校」を目指す

・小学校 １８人～３３人の少人数学級編制を実施

・中学校 １８人～３３人の少人数学級編制を実施

・小中の特別支援学級 ６人以下の少人数学級編制を実施

１ 山形県の教育

特色ある教育

資質・能力の育成



１ 山形県の教育
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２ 研修体制



始発期 成長期 充実期 組織運営期

１～３年目 ４～１０年目 １１～２０年目 ２１年目～

初
任
者
研
修
・新
採
教
員
研
修

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

教
職
５
年
経
験
者
研
修

中
堅
教
員
等
資
質
向
上
研
修

ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
研
修

教
職
中
長
期
経
験
者
研
修

新
採
教
頭
研
修

新
採
校
長
研
修

～教員ライフとキャリステージ～

２ 研修体制

キャリアアップ



～校内における研修（年間９０時間～120時間）

２ 研修体制

総合的
な力量

学習

指導

生徒

指導

特別支
援教育

学級

経営

校務

分掌

教材研究、授業づくり、指導案、道徳

児童生徒理解、
教育相談、諸対応

障がい理解、
ユニバーサルデザイン

学級活動、面談、通知表、指導要録

企画立案、運営、組織対応

ＯＪＴによる力量形成
(On the Job Training)

学校現場における実際の実務
をとおした研修を実施

初任者研修



初任者

校長

・

教頭

校内

指導教員

校内

メンター

拠点校

指導教員

指導主事

⚫ １年目だけではなく、２～３年目のフォロー
アップ研修と合わせた一体的な研修を実施

若手教員とともに育つ

２ 研修体制



3 職場環境



R６年度 月平均の時間外在校等時間

小学校 中学校 特別支援学校 高等学校

3１時間５８分 ３９時間２０分 １９時間２５分 ３７時間３２分

①教材研究・授業準備

②校務分掌

③その他

①校務分掌

②教材研究・授業準備

③部活動

①教材研究・授業準備

②校務分掌

③その他

①校務分掌

②部活動

③教材研究・授業準備

学校の働き方改革

３ 職場環境



３ 職場環境



○人材の確保及び外部人材の活用
• 教員業務支援員（スクール・サポート・スタッフ）
• 校務補助員
• 部活動指導員
• SC（スクールカウンセラー）
• SSW（スクールソーシャルワーカー）
• SL（スクールロイヤー） など

○ICTの有効活用
• 校務支援システム
• デジタル採点
• 保護者等への連絡 など

○教員の事務負担軽減

○勤務時間に対する意識の啓発 など

３ 職場環境

学校の働き方改革



専門の

スタッフ

事務・授業

サポート

教員業務支援員

校務補助員

部活動 部活動指導員

地域連携
地域学校協働活動

推進員等

個別支援

スクール

カウンセラー

スクール

ソーシャルワーカー

特別支援教育

支援員

すべての高校

公立中学校93校
高校１2校

県内の小中学校、義務教育学校の全校に配置
特別支援学校（本校）の全校に配置

高校２６校

県内すべての小中高等学校に派遣

左記以外にも、
市町村独自に

・学習支援
・特別支援
・教育相談
・読書活動
・日本語指導
・外国語指導

等々

を担当する方が
たくさんいます。

県内すべての小中学校に派遣

地域学校協働活動152本部
地域学校協働活動推進員等300名

人材の活用

３ 職場環境



山形県における部活動改革及び地域クラブ活動に関する総合的なガイドライン （抜粋）［令和８年３月策定］

部活動ガイドライン

３ 職場環境

適切な活動時間・休養日

校種 所属 平日 休日 備考

中
学
校

地域クラブ活動 ２時間程度の活動
・３時間程度の活動
・休日のみ活動する場合は原則、
土日どちらかを休養日に設定

・週当たりの活動時間は11時間
程度の範囲内

・週２日以上の休養日を設定

学校部活動
・２時間程度の活動
・週１日以上休養日を設定

原則、実施しない
中体連・中文連主催大会等に参
加する場合は、学校設置者のガ

  イドラインに沿うこと

高
校

学校部活動
・２時間程度の活動
・週１日以上休養を設定

・３時間程度の活動
・週１日以上休養日を設定

生徒や部活動の指導者の過度な
負担とならないよう計画



４ 待遇

○給与等

○休暇等

○福利厚生



４ 待遇

大学卒 大学院卒

山形県の行政職 ２３４，９００円 ２４５，６００円

山形県の教育職＝教諭

（R７：参考）

２７３，７２８円 ２９０，８８８円

（R７：２５９，６８８円） （R７：２７６，８４８円）

□初任給

○教育職は教職調整額を含む。

○初任給は職歴、経験年数を加算

□手当

・期末勤勉手当 … ４．6５ヶ月分（令和７年度実績）を、６月と１２月に分けて支給
 

・住居手当 例） 一ヶ月の家賃が￥50,000のアパートを借りた場合￥23,500

・扶養手当 … 扶養する「子」等がいる場合に支給
 

・通勤手当 … 通勤距離、通勤方法に応じて支給

給与・手当

他にも様々あります



４ 待遇

□勤務時間

□休暇・休業（主なもの）

・週あたり ３８時間４５分（1日あたり7時間45分）
・休日は、土曜日・日曜日、祝日、年末年始

休暇名 日数 備考

年次有給休暇 ２０日 翌年への繰り越しあり

夏季休暇 ６日 ７～９月に取得

リフレッシュ休暇 ５日 満３０、４０、５０歳

私傷病休暇 ９０日 生活習慣病休暇への引き継ぎあり

生活習慣病休暇 １８０日 がん等を含む生活習慣病や精神性疾患

忌引休暇 １０日 １～１０日の範囲

骨髄移植休暇 必要な期間

災害休暇 必要な期間 非常災害発生時

婚姻休暇 ７日 新婚旅行等で取得する方が多い

休暇等

2026/4/16



５ 試験の
変更点



５ 試験の変更点

1. 元職教員特別選考、現職教員特別選考における出願要件の緩和

2. 東京会場（一次試験）における対象校種、教科・科目の拡大

3. 秋選考の本格実施

4. 加点制度の拡大

5. （令和１０年度採用をもって）小学校英語の採用枠終了

6. 適性検査のオンライン化

R９採用（令和８年度実施）における変更点等



５ 試験の変更点

１.元職教員特別選考、現職教員特別選考における出願要件の緩和

変更点

【変更前】
・小学校または中学校の勤務経験者（３年以上）は、該当免許があれば、小
学校または中学校へ出願できる。

【変更後】

・小学校、中学校、特別支援学校の勤務経験者（３年以上）は、該当免許が

あれば、小学校、中学校、特別支援学校へ出願できる。



５ 試験の変更点

２.東京会場（一次試験）における対象校種、教科・科目の拡大

変更点

【R8採用】

対象校種等：小学校、特別支援学校小学部

中学校（国語、理科）、特別支援学校中学部（国語、理科）

高等学校（国語、情報、機械、電気、土木、工業化学、商業）

【R9採用】

対象校種等：小学校、特別支援学校小学部

中学校（国語、理科、技術）、特別支援学校中学部（国語、理科、技術）

高等学校（教科・科目は実施要項で公表）



５ 試験の変更点

３.秋選考の本格実施

変更点

【選考を行う校種】

小学校、中学校、特別支援学校のうち、実施要項（10月下旬公表予定）で示す校種、教

科・科目

【選 考 区 分】

元職教員特別選考Ⅲ、現職教員特別選考Ⅲ



５ 試験の変更点

４.加点制度の拡大

変更点

【変更前】
大学推薦特別選考において、３年次特別選考Ａ合格者へ加点（10点）を行
う。

【変更後】

大学推薦特別選考に出願した者へ加点（10点）を行う。

このうち、３年次特別選考Ａ合格者への加点は15点とする。



５ 試験の変更点

５.小学校英語の採用枠終了

変更点

小学校英語の採用については令和10年度採用までとし、それ以降は実
施しない。

※ 中学校又は高等学校の英語の普通免許状を有する者（取得見込みの者を含む）へ

の加点については継続予定です。



５ 試験の変更点

６.適性検査のオンライン化

変更点

【変更前】
・二次試験において、紙面で適性検査を実施する。

【変更後】

・一次試験合格者に対し、二次試験前にオンラインで適性検査を実施する。



６ 試験の概要



６ 試験の概要

校種等 教科・科目 採用数

小学校教諭
（小学校英語を含む）

135名

中学校教諭 国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術、家庭、英語 ９０名

特別支援
学校

小学部教諭

３０名
中学部教諭 中学部教諭の教科は中学校教諭に同じ

高等学校
教諭

国語、「世界史・日本史」、公民、数学、生物、保健体育、美術、英語、家庭、
情報、機械、電気、土木、工業化学、商業 ３０名

助教諭 機械、電気、土木、工業化学

養護教諭 1５名

選考を行う校種等、教科・科目と採用数



区分 志願資格 合格者数
（R7実施のもの）

一般選考 特別選考の志願資格の方以外はこちら １４７

特
別
選
考

講師等 本県の講師等（非常勤も含む）を、通算１３ヶ月以上 ３０

元職教員Ⅰ・Ⅱ 本県又は他県等で正規採用として３年以上継続して勤務 ６

現職教員Ⅰ・Ⅱ
現在、本県以外において正規採用として、３年以上継続
※３年目の方も可

２２

大学推薦 校種等、教科・科目で、大学より５名（規定による） ６８

３合特 前年度「大学３年次特別選考A」に合格した者 ３８

社会人
教科・科目と関連する実務経験を、５年以上継続
（英語、工業、情報、看護）

１

前年度二次Bランク 前年度一次合格、二次不合格でBランクの方 １８

障がい者 障がいのある方 １

スポーツ 国際大会出場、全国３位以上の実績 ※高校の保健体育のみ 0

選考区分 ※ 元職・現職Ⅰ（高校以外）、元職・現職Ⅱ（高校）

６ 試験の概要



試験 試験項目 時間 具体的内容

一
次
試
験

教職教養・一般教養 7０分
教育法規、教育心理等の教職教養 と 一般教養
※マークシート式

小論文 7０分 指定されたテーマについて、１０００字以内で論述

教科・科目 9０分
出願した教科・科目の内容
（実技がある教科・科目では、7０分で実施）

実技試験 － 一部の校種等、教科・科目のみ

二
次
試
験

個人面接１・２ －
面接官数名と受験者との面接
「場面指導等」を含む

作文 5０分 指定されたテーマについて、８００字以内で作文

実技試験 －
小学校と特別支援学校小学部 （英語と音楽の選択）
中学校と特別支援学校中学部 （技術）

校種等、教科・科目、選考区分によって、試験内容は異なります

試験項目・内容

６ 試験の概要



一般
選考

特別選考

大学推薦

元職・現職Ⅱ

講師等

社会人

３特
（３年次）

３合特
（４年次）

スポーツ 障がい者
前年度B

元職・現職Ⅰ

教職教養
・一般教養

○ 免除 － ○ 免除 免除 ○

免除

小論文 － － ○ － － ○ －

教科・科目 ○ ○ ○ － ○ 免除 ○

実技試験 ○ ○ ○ － ○ 免除 ○

面接 － － － － － ○ －

□一次試験

選考区分と試験項目

※中・特中の技術については、二次試験で実技試験を実施します

６ 試験の概要



小学校・特支小学部
中学校・特支中学部（技術） その他の

校種等
元職Ⅰ・現職Ⅰ その他

作文 ○ ○ ○

個人面接１ ○ ○ ○

個人面接２ ○ ○ ○

適性検査 ○ ○ ○

実技試験 免除 ○ －

□二次試験

選考区分と試験項目

６ 試験の概要



校種等、教科・科目 試験内容

一
次

中学校・特支中学部
高等学校

音楽
・新曲視唱、新曲視奏、ピアノ演奏、歌唱指揮
・随意曲選択演奏（歌唱または器楽）

中学校・特支中学部 美術 ・当日指示するもの

中学校・特支中学部
高等学校

保健体育
・次の領域から２領域選択
陸上競技、器械運動、球技（バレーボール、バスケットボール、
サッカーのうち１種目）、武道（柔道、剣道のうち１種目）、ダンス

中学校・特支中学部
高等学校

家庭 ・調理、裁縫

英語 ・英語による面接

養護教諭 ・場面対応

二
次

小学校・特支小学部
音楽（伴奏譜によるピアノ演奏） か
英語（英語による簡単な自己紹介と日常会話） のいずれかを選択

中学校・特支中学部 技術 ・木材加工、回路の製作

実技試験のある校種等、教科・科目

６ 試験の概要



小学校の実技（英語・二次試験）

○ 英語による簡単な自己紹介

○ 日常会話

（例） 英語で答えられますか？

• What sport do you like to play? 

• What do you like to talk about with your friends? 

• Where do you often go on weekends?
（県HPに掲載の出題例より抜粋）

※R７実施のもの

６ 試験の概要



 児童生徒が前向きに挑戦できる環境をつくるために大切にしたいこと

 児童生徒の興味・関心・意欲を引き出すために必要な教育とは

 児童生徒が試行錯誤する学びを支える教育とは

 児童生徒が社会的に自立して生きていくために

 他の教職員と協働して勤務する際に大切にしたいこと

 豊かな体験が児童生徒にもたらすものとは

過去３年分の問題等は、山形県庁１階「行政情報センター」で閲覧・複写できます
電子申請による請求もできます
詳しくは→https://www.pref.yamagata.jp/documents/31285/kakomon-get.pdf

作文（二次試験）のテーマ ※R７実施のもの

６ 試験の概要



教職教養・一般教養 教科・科目 実技試験

小学校、特支小学部 １００点 １５０点 －

中学校
特支中学部

実技あり １００点 １００点 ５０点

実技なし（技術） １００点 １００点 －

実技なし（技術以外） １００点 １５０点 －

高等学校

実技あり １００点 ２００点 １００点

実技なし １００点 ３００点 －

スポーツ特選 小論文１２０点、面接２８０点

養護教諭 １００点 １００点 ５０点

栄養教諭 １００点 １５０点 －

加点制度を利用した方は、高校は40点、それ以外は30点を上限に加点されます

一次試験の配点

６ 試験の概要



個人面接１ 個人面接２ 作文 実技試験

小学校、特支小学部
中学校、特支中学部（技術）

２１０点 １４０点 ５０点 ５０点

中学校、特支中学部（技術以外）
高等学校
養護教諭
栄養教諭

２１０点 １４０点 ５０点 －

一次試験（ ）点 ： 二次試験（ ）点

二次試験の配点

あなたの配点

６ 試験の概要



加点要件 小 中 特小 特中 高

① 「数学」、「理科」、「音楽」、「保健体育」又は「英語」の免許状 10

② 受験教科以外の中学校の免許状 10

③ 受験教科以外に「情報」の免許状 １０ １０ ３０

④ 受験教科以外に「福祉」の免許状 １０ １0 １０

⑤ 「世・日」の受験者で、「公民」の免許状 ５

⑥ 「公民」の受験者で、「地理歴史」の免許状 ５

⑦ 受験教科以外で「数学」又は「理科」の免許状 １０ １０

⑧
特支５領域すべての免許状 １０ １０

「視覚」、「聴覚」から１＋「知的」「肢体」「病弱」から２ ５ ５

⑨ 特支の免許状 １０ １０ １０

⑩ 英検２級、TOEFL iBT 65点、TOEIC 600点 １０ １０

⑪ 「英語」受験者で英検準1級、TOEFL iBT 80点、TOEIC 730点 １０ １０ １０

⑫ 司書教諭の資格を持っている又は取得見込み 5 5 5 5 5

⑬ 大学推薦特別選考出願者 １０ １０ １０ １０ １０

⑭ 大学推薦特別選考出願者のうち令和８年度「３特A」の合格者 ５ ５ ５ ５ ５

R7加点申請者＝１９９名加点制度

６ 試験の概要



組み合わせ①

「小学校」 と 「特別支援学校小学部」

組み合わせ②

「中学校」 と 「特別支援学校中学部」

次の組合せ①～③において、
一方の校種を第一志望、他方の校種を第二志望として出願できます。

小学校と特別支援学校の
両方の免許状が必要

中学校と特別支援学校の
両方の免許状が必要

・ポイント①
「小」 と 「特支小」の教科・科目の問題は同じ
「中」 と 「特支中」の教科・科目の問題は同じ
「中」 と 「高」 の教科・科目の問題は同じ ※R７は、国・家・英のみ

・ポイント②
第一志望を特支小中、第二志望を小中で併願する方は、第二志望で必ず加点申請ができます

併願制度

組み合わせ③

「中学校」 と 「高等学校」 （R７は、国・家・英のみ）

中学校と高等学校の
両方の免許状が必要

６ 試験の概要



出願 一次試験 二次試験 合格・採用

４月中旬～５月中旬 ７月中旬 ８月上旬 ９月下旬

実
施
要
項
等
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

電
子
申
請
・各
種
書
類
提
出

一
次
試
験
の
受
験

一
次
試
験
の
対
策

二
次
試
験
の
受
験

二
次
試
験
の
対
策

合
格
発
表

採
用
に
必
要
な
書
類
の
提
出

～合格へのロードマップ～

一
次
試
験
の
合
格
発
表

スケジュール

7/１１（土） ９月１日（火）～９月３日（木）

６ 試験の概要



必要な手続き

① 「実施要項」「エントリーシート」をダウンロードする
※実施要項公表：令和８年４月１７日（金）

② 「電子申請」で必要事項を入力する
※電子申請期間：令和８年４月２０日（月）～５月１２日（火）
※エントリーシートも電子データを電子申請システムに登録

（該当者のみ）

③ 「加点申請書」等をダウンロードし、作成する
※加点申請書、特別選考関係書類は郵送（簡易書留）で提出

６ 試験の概要



必要な手続き

詳細は山形県HPをこまめにチェック！

ホームページの確認が抜け落ちそうで心配……

教員採用X
山形県HP
（教員採用）

県HPの更新
↓

Xで
必ずポストします！

６ 試験の概要



６ 電子申請
の手順

６ 電子申請
の手順

７ 電子申請
の手順



７ 電子申請の手順

電
子
申
請
で
作
成
す
る
志
願
書
・
受
験
票 ※参考



電子申請について

1. まずは、「電子申請マニュアル」を準備しましょう！ 県HPからダウンロード

2. 電子申請を始める前に、準備しておくとよいもの

① 顔写真の電子データ （全員）

・スマホで撮ったものでも使えます

・コンビニ前に設置されている証明写真機でも、電子データをアプリに

保存できます

・街の写真屋さんでも、「電子データください」と伝えればOK！

② 入力済みのエントリーシート（３特志願者以外の全員）

・Wordで作成したものをPDFに変換してアップする！

・「手書きが良い」という方は、書いたものをPDFや画像データにすればOK！

文字の濃さや太さ
に注意して！

【注意】
写真は縦長のものを準備する。
一般的な証明写真のサイズ比

（縦４ｃｍ、横３ｃｍ）などがベスト
3カ月以内に撮影したものを使用

７ 電子申請の手順



電子申請について

３． 「やまがたe申請」のページを開く

（例）・要項の二次元コードやURLから開く

（例）・教員採用試験のホームページのリンクから開く

（例）・検索ページに「やまがたe申請」と入力し検索する。

４． やまがたe申請の画面において、「採用試験」等のキーワードで検索して、

出願ページにアクセスする。

７ 電子申請の手順



電子申請について

５． 必要事項を入力していく

①「利用者登録せずに申し込む」

もしくは

②「利用者登録」

※どちらでも出願可能。

※IDやパスワードは必ず控えてください。

①

②

※昨年度の画面

７ 電子申請の手順



電子申請の手順

－入力全般にわたる注意－

アルファベット や 数字 は全て

「半角入力」

出羽 雪若丸

ﾕｷﾜｶﾏﾙ

ﾃﾞﾜ

７ 電子申請の手順



電子申請の手順

大学３年次特別選考に出願するかどうかを選択する

※この結果によって、以降表示されるものが変わります

７ 電子申請の手順



電子申請の手順

志願する校種等、教科・科目、

選考区分を選択する

試験会場を選択する

※校種等、選考区分に合わせて表示

※「山形工業高等学校」と「東京会場」

の選択ができる場合は、選択する

（出願後変更できません）

７ 電子申請の手順



電子申請の手順

〇 昨年度の受験番号について

以下の該当者は、昨年度の受験番号

を入力

・前年度二次Bランク特別選考

・３特A合格者特別選考

・大学推薦特別選考で昨年度「３特A」

に合格したことによる加点申請を希望する者

７ 電子申請の手順



電子申請の手順

〇 実技の選択について

・各校種の「保健体育」

・小学校

・特別支援学校小学部

は選考区分によって実技の選

択があります。

※小学校英語は必ず「英語」

になります。

７ 電子申請の手順



電子申請の手順

〇 併願出願について

・併願出願可能な校種・教科等の志願者は、第２志望を選ぶ。

（※希望しない場合はなしを選択）

７ 電子申請の手順



電子申請の手順

〇 加点申請について

加点における注意点

① 加点は「申請」

※資格・免許等があっても自動的に加点はされません。

② チェックを入れただけではダメ

→別途郵送による書類の提出が必要

③ 第2志望がある場合は、特に注意。

※第1志望で該当しなくても、第2志望で該当する場合も。

７ 電子申請の手順



電子申請の手順

最終学歴（学校名、学部名）を入力する

・すべての学校を完全に網羅できない

→該当する学校名が無い場合、「その他」を選択

・その後、正式名称を入力 ・年月日は半角数字で入力

７ 電子申請の手順



電子申請の手順

〇 職歴について

・職歴欄（10個）に入力しきれない時

→ 「職歴の続きがある」にチェック

職歴を参考様式で作成し、追加添付する。

※職に就いていない期間が1カ月を超える場合は「在家庭」等と記入。

1カ月に満たない場合は記入不要。

例 平成30年３月30日までの講師で任用され、

平成30年4月1日から再び講師で任用された。

→1日だけ空白がある場合などは、記入不要。

７ 電子申請の手順



電子申請の手順

顔写真を登録する

・ファイル名は「氏名+生年月日（西暦）8桁」

例 「出羽雪若丸200３0512」 

※姓名の間や生年月日との間にスペースは不要。

※写真は３カ月以内に撮影した縦長の写真を準備。

エントリーシートを登録する

・ファイル名は「ES＋氏名＋生年月日（西暦）８桁」

例 「ES出羽雪若丸20010512」 

        Wordの様式やフォントサイズは変更しないで作成し、完成したらPDFに変換すること。

（A4片面１枚に収まるように作成） PDF,JPG,JPEG,PNGであれば登録可

写真データのファイ
ル形式はこの３つの
み可になっている。

７ 電子申請の手順



電子申請の手順

・全ての入力が終了したら「確認へ進む」

・PDFが出力できる

→ 必ず出力して確認してください。

→ 確認後「申込む」を押してください。

・「整理番号」と「パスワード」は、

登録されたメールアドレスへ送付されます。

・受験票をダウンロード（印刷）する際に必要

なので、紛失しないように管理してください。
※参考

７ 電子申請の手順



「やまがたｅ申請」トップページから「申込内容照会」をクリック

→案内に従って修正する。（整理番号とパスワードが必要）

入力完了後に訂正した場合は必ず教職員課に電話にて連絡してください。

→ もしも入力完了後に誤りに気づいたら…

７ 電子申請の手順



８ よくある
質問



採用延期制度

合格後、下記の１又は２に該当する場合、期日までに採用延期願を提出すれば、

合格の権利をもったままで大学院へ進学、または大学院での修学を継続できる

1.教職大学院、専修免許状の取得可能な大学院または修士号取得可能な海外の

大学院に進学予定の合格者 ２年延期

2.大学院修士課程＊１年次に在学中の合格者 １年延期

８ よくある質問

大学院在学中に、合格した校種等の専修免許状を取得すること

※延期期間終了までに専修免許状が取得できない 採用無効



Ｑ： 小学校の実技試験は、音楽と英語のどちらを選択した方が有利ですか？

Ａ： どちらを選択しても、有利不利はありません。

 自分の力をより発揮できる方を選択してください。

Ｑ： 出願時に選択した実技試験（校種等）を、後から変更することはできますか？

Ａ： できません。出願前によく検討して選択してください。

Ｑ： 出願後に英語資格の結果が届く場合は、加点申請を行うことはできますか？

Ａ： できません。出願時点で英語資格の証明書の写しの提出が必要です。

Ｑ： 大学の通信課程で特別支援学校教諭の免許状を取得しようとしています。大学からは「免許

 状取得見込証明書は出せない」と言われましたが、加点申請はできますか？

Ａ： （残念ですが）できません。

出願についてのQ&A

８ よくある質問



Ｑ： 小学校の免許を所有しており、現在、大学の通信課程で特別支援学校教諭の免許状を取得

 しようとしています。特支学校小学部を志願することはできますか？

Ａ： できます。ただし、合格後、免許状が取得できない場合は採用できませんので御注意下さい。

Ｑ： 前年度「小学校」で受験し、二次で不合格となりました。今年度は「前年度二次Bランク特選」

 で受験しようと考えていますが、「特支小学部」を併願することはできますか？

Ａ： （残念ですが）できません。前年度特選は、前年度と同じ校種を受験する場合に限り有効です。

Ｑ： 大学３年次特別選考Aで不合格となり、４年次に一般受験する場合、合否に影響はあります

か？（大学３年次特別選考不合格が不利になることはある？）

Ａ： 大学３年次特別選考の不合格が、４年次の受験で不利になることはありません。

出願についてのQ&A

８ よくある質問



最後にお知らせです

いつでも、何でも相談してください！！

教員採用試験担当（働き方改革推進） ０２３－６３０－３４０６
小学校・中学校・特別支援学校 ０２３－６３０－２８６４
高等学校 ０２３－６３０－２８６３

山形県教育局教職員課（県庁１３階）

ＨＰは、更新されますのでチェックを！

「山形県」→「資格・試験・採用」→「山形県公立学校教員の採用について」

臨時教員（講師等）は常に募集中！！

３６５日常に募集しており、随時任用（採用）しています
登録票（履歴書）を提出した方と相談して、任用する学校が決まります
フルタイムから数時間、一年間から年間数日と様々な任用があります

「教育やまがた人材バンク」がリリースされました！

山形県内の学校で働きたい方と学校現場をつなぐマッチングシステムです。指導経験を
問わず、幅広い教育人材を募集中です。初期登録は３分程度です。詳細はQRからどうぞ！
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